
Title 『内外法制沿革略』を中心としてみた中金正衡の思想 : 奥平壹岐から明治の官僚中金正衡ヘ
Sub Title
Author 長谷山, 彰(Haseyama, Akira)

Publisher 慶應義塾福澤研究センター
Publication year 1992

Jtitle 近代日本研究 Vol.9, (1992. ) ,p.59- 80 
JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN10005325-19920000-

0059

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


『
内
外
法
制
沿
革
略
』
を
中
心
と

し
て
み
た
中
金
正
衡
の
思
想

ー

l
奥
平
萱
岐
か
ら
明
治
の
官
僚
中
金
正
衡
ヘ
｜
｜長

谷

山

ますこF

彰

慶
磨
、
義
塾
図
書
館
の
蔵
書
中
に
中
金
正
衡
の
手
に
な
る
『
内
外
法
制
沿
革
略
』

東
京
本
石
町
二
丁
目
江
島
高
笈
閣
の
刻
行
で
、
第
一
冊
の
冒
頭
に
は

と
題
す
る
和
本
四
冊
が
存
す
る
。
明
治
八
年
八
月

明
治
七
年
甲
戊
十
月

東
京
牛
龍
二
十
騎
町
十
六
番
地
住
居

中
金
正
衡
白

59 

と
し
て
著
者
に
よ
る
緒
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
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政
治
之
皐
一
一
志
ス
者
ハ
先
ツ
内
外
建
国
之
異
同
及
其
開
化
ノ
等
差
ヲ
察
ス
ル
ヲ
要
ス
ベ
シ
本
邦
古
今
ノ
沿
革
ヲ
知
リ
シ
カ
ル
後
外
園

ノ
沿
苧
－
一
及
ヒ
以
テ
彼
我
長
短
取
捨
ノ
論
ヲ
立
ツ
ヘ
シ
（
中
略
）
余
諸
書
ヲ
閲
ス
ル
ニ
従
ヒ
本
邦
古
今
政
令
ノ
沿
革
ヲ
略
抄
シ
或
ハ
欧

州
各
園
ニ
及
フ
蓋
シ
己
レ
カ
備
忘
－
一
供
ス
ヘ
ク
且
ツ
子
弟
内
外
ノ
沿
革
ヲ
知
ル
ノ
捷
路
ヲ
開
カ
ン
ト
欲
ス

60 

と
あ
り
、
政
論
の
基
と
し
て
、
欧
州
各
国
の
制
度
を
観
察
す
る
に
先
立
っ
て
、
先
ず
日
本
の
法
制
の
沿
革
を
略
述
し
た
も
の
で
あ
る

」
と
が
知
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
著
者
が
述
べ
る
如
く
、
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
と
い
う
書
名
を
冠
し
な
が
ら
同
書
で
は
我
が
国
古
来
か
ら
明
治
に
至
る

ま
で
の
法
制
を
扱
う
の
み
で
欧
州
の
そ
れ
に
触
れ
る
処
が
な
く
、

そ
の
点
で
は
書
名
に
比
し
て
内
容
的
に
や
や
物
足
り
な
い
印
象
を

受
け
る
の
で
あ
る
が
、
二
つ
の
理
由
か
ら
同
書
を
以
っ
て
紹
介
に
値
す
る
一
本
と
し
て
評
価
し
う
る
の
で
あ
る
。

一
つ
は
著
者
中
金
正
衡
が
維
新
前
奥
平
宣
岐
と
名
乗
り
、
豊
前
中
津
藩
の
名
門
の
子
息
と
し
て
『
福
翁
自
伝
』
に
も
登
場
す
る
人

物
だ
と
い
う
点
で
あ
り
、
二
つ
に
は
同
書
の
中
で
啓
蒙
的
見
解
を
述
べ
た
部
分
が
福
調
停
諭
吉
の
思
想
に
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
そ

の
影
響
を
推
測
し
う
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

『
福
翁
自
伝
』
に
初
め
て
奥
平
査
岐
の
名
が
登
場
す
る
の
は
福
津
が
蘭
学
修
業
の
為
に
長
崎
に
赴
い
た
際
、
藩
の
家
老
の
息
子
で
あ

る
萱
岐
が
光
永
寺
に
寄
宿
し
て
い
た
の
を
頼
っ
て
、
寺
の
居
候
と
し
て
こ
ろ
が
り
込
ん
だ
経
緯
を
記
す
段
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、

宣
岐
の
紹
介
で
長
崎
の
砲
術
家
山
本
物
次
郎
の
食
客
と
な
る
な
ど
、
福
津
に
と
っ
て
は
上
長
に
当
た
り
、
修
業
の
便
宜
を
計
っ
て
も

ら
っ
た
人
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
福
翁
自
伝
』
で
は
全
般
的
に
宣
岐
に
対
す
る
評
価
は
芳
し
く
な
い
。
福
揮
に
よ
れ
ば
、

そ
の
原
因
は
山
本
家
に
寄
宿
し
た
福
津
の
勉
学
が
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
る
の
を
見
た
萱
岐
が
妬
心
を
発
し
、
中
津
に
隠
居
し
て
い
た

実
父
に
諮
っ
て
福
津
の
母
が
病
を
得
た
と
の
偽
手
紙
を
出
さ
せ
福
津
を
中
津
ヘ
呼
び
戻
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
結

局
、
こ
の
時
中
津
の
親
類
か
ら
真
相
を
知
ら
さ
れ
た
福
津
は
そ
れ
を
機
に
長
崎
を
去
り
、
多
少
の
曲
折
を
経
て
大
坂
の
緒
方
洪
庵
の



門
下
に
入
っ
て
い
る
。

ま
た
『
福
翁
自
伝
』
に
は
、
後
日
兄
三
之
助
の
死
に
遭
っ
て
福
津
が
一
時
中
津
に
帰
省
し
た
処
、
萱
岐
も
ま

た
長
崎
か
ら
戻
っ
て
お
り
、
屋
敷
に
伺
候
し
た
福
揮
は
査
岐
が
長
崎
か
ら
持
ち
帰
っ
た
和
蘭
新
版
の
築
城
書
を
弁
舌
巧
み
に
借
り
受

け
盗
写
し
て
し
ま
う
と
い
う
一
件
の
あ
っ
た
こ
と
や
、

さ
ら
に
適
塾
で
三
年
間
学
ん
だ
福
津
が
安
政
五
年
、
江
戸
の
奥
平
藩
邸
に
呼

ば
れ
藩
土
の
子
弟
の
蘭
学
教
育
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
査
岐
も
ま
た
江
戸
家
老
と
し
て
赴
任
し
て
お
り
、
金
に
窮
し
た
福
津

が
萱
岐
の
処
ヘ
原
書
を
持
ち
込
ん
で
買
い
上
げ
を
強
請
す
る
と
い
っ
た
事
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
福
翁
自
伝
』
の
奥
平
査
岐
に
関
す
る
記
載
は
大
体
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
萱
岐
が
後
に
改
姓
し
て
中
金
正
衡
と
な

る
の
で
あ
る
。
そ
の
聞
の
事
情
に
つ
い
て
は
『
福
津
議
吉
博
』
に
詳
し
い
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
宣
岐
は
江
戸
家
老
と
し
て
権
勢
を
奮

『内外法制沿革略』を中心としてみた中金正衡の思想

っ
て
い
た
が
、
文
久
三
年
に
至
っ
て
同
藩
の
壮
年
下
土
が
、
時
勢
の
急
に
応
じ
て
諸
藩
が
改
革
に
乗
り
出
す
中
で
本
藩
の
み
旧
弊
を

改
め
ざ
る
は
江
戸
家
老
奥
平
萱
岐
が
元
凶
で
あ
る
と
し
て
排
撃
の
挙
に
出
た
為
、
狼
狽
し
た
藩
庁
は
萱
岐
を
罷
免
す
る
と
同
時
に
札

弾
者
の
首
魁
等
数
人
を
処
罰
し
て
事
を
治
め
て
い
る
。
こ
の
事
件
の
後
、
宣
岐
は
藩
籍
を
脱
し
て
本
姓
の
中
金
に
復
し
、
明
治
維
新

後
は
役
人
生
活
の
傍
ら
い
く
つ
か
の
著
作
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
幕
末
に
お
け
る
奥
平
萱
岐
の
印
象
は
封
建
的
な
門
閥
制
度
に
お
け
る
上
士
階
級
の
典
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
一
般
的
評
価
も
概
ね
同
様
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
を
は
じ
め
明
治
以
降
の
著
書
か
ら
知
ら
れ
る

査
岐
の
学
問
的
素
養
の
深
さ
と
西
欧
思
想
に
関
す
る
知
識
の
該
博
さ
は
従
来
の
印
象
と
は
全
く
異
な
る
萱
岐
の
一
面
を
伝
え
て
お
り
、

ま
た
、
福
津
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
『
福
翁
自
伝
』
の
記
載
に
よ
っ
て
考
え
て
い
た
も
の
と
は
や
や
異
な
っ
た
事
情
が
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
の
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
奥
平
萱
岐
の
人
物
像
に
つ
い
て
少
し
検
討
を
加
え
る

」
と
に
し
た
い
。

61 
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『
内
外
法
制
沿
革
略
』
は
中
金
正
衡
と
し
て
の
著
者
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
巻
一
の
一
か
ら
十
一
ま
で

は
我
が
国
法
制
の
根
本
と
し
て
律
令
格
式
の
四
者
の
原
由
を
略
述
し
、
次
い
で
官
職
の
沿
革
に
及
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
は
本
朝
の
律

令
格
式
と
し
て
大
宝
律
令
、
弘
仁
格
式
、
貞
観
格
式
、
延
喜
格
式
の
名
を
掲
げ
、
大
宝
律
令
及
び
延
喜
格
式
の
各
篇
目
名
を
詳
細
に

列
挙
し
て
い
る
。

ま
た
、
弘
仁
格
の
序
文
に
よ
っ
て
近
江
令
か
ら
大
宝
令
、
養
老
令
へ
の
改
正
及
び
令
義
解
編
纂
の
経
緯
に
触
れ
、

さ
ら
に
弘
仁
・
貞
観
・
延
喜
三
代
の
格
の
序
文
の
抜
奉
を
載
せ
て
い
る

巻
之
一
の
十
二
か
ら
は

次
キ
ニ
官
制
法
律
ノ
沿
革
ヲ
略
記
シ
テ
初
学
ノ
一
覧
ニ
便
ス

と
し
て
、
大
化
前
代
の
国
造
・
県
主
に
始
ま
っ
て
大
臣
・
大
連
、
令
制
の
太
政
大
臣
・
左
右
大
臣
の
官
名
及
び
推
古
朝
の
冠
位
十
二

階
、
孝
徳
・
天
智
・
文
武
朝
の
官
位
制
度
を
挙
げ
、
特
に
官
位
令
、
選
叙
令
、
考
課
令
の
概
略
に
触
れ
て
令
制
の
官
職
制
度
を
説
明

し
て
い
る
。
令
制
以
降
で
は
摂
関
制
を
経
て
、
平
氏
政
権
、
鎌
倉
幕
府
の
開
創
と
そ
の
官
制
、
北
条
氏
に
よ
る
執
権
政
治
の
展
開
、

建
武
政
権
、
室
町
幕
府
、
さ
ら
に
織
田
・
豊
臣
政
権
を
経
て
徳
川
幕
府
か
ら
明
治
維
新
ま
で
の
歴
史
を
そ
れ
ぞ
れ
の
官
制
を
中
心
に

略
述
し
て
い
る
。
中
で
も
徳
川
幕
府
の
官
職
制
度
に
関
す
る
記
述
は
詳
細
で
、
大
老
・
老
中
に
始
ま
っ
て
城
代
・
遠
国
奉
行
、
郡
代

等
に
及
び
、
高
家
の
由
来
な
ど
も
記
し
、
さ
ら
に
附
録
と
し
て
嘉
永
六
年
の
ペ
リ
l
来
航
か
ら
、

日
米
和
親
条
約
の
締
結
、
桜
田
門

外
の
変
、
下
関
・
薩
英
戦
争
、
生
麦
事
件
、
長
州
征
伐
な
ど
幕
末
の
動
乱
を
経
て
、
大
政
奉
還
、
維
新
へ
と
続
く
経
過
を
逐
一
記
し

て
い
る



し
か
し
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
問
書
は
基
本
的
に
は
概
説
の
書
で
あ
っ
て
、
学
界
に
独
自
の
学
説
を
打
ち
樹
て
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
の
中
で
、
巻
之
一
の
六
に
お
い
て

文
武
天
皇
四
年
三
月
ニ
詔
シ
テ
王
臣
ニ
令
文
ヲ
講
習
ハ
シ
ム
ト
ア
リ
コ
ノ
令
文
ト
イ
フ
ハ
疑
フ
ラ
ク
ハ
近
江
令
ノ
コ
ト
ナ
ル
ヘ
シ
大

費
一
日
沖
い
改
元
年
一
一
一
月
ノ
紀
一
一
始
テ
新
令
ニ
ヨ
リ
テ
官
名
位
披
ヲ
改
制
ス
ト
イ
フ
コ
ハ
近
江
令
ニ
ヨ
リ
テ
修
撰
改
定
ア
リ
シ
モ
ノ
ナ
ル

＼
ン
新
令
ト
イ
フ
ハ
即

J

＝
チ
大
安
令
ナ
リ

と
あ
っ
て
、
大
宝
令
は
近
江
令
を
改
正
し
た
も
の
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
宝
令
以
前
の
令
と
し
て
は
近
江
令
の
み
を
認
め
、
浄

御
原
令
の
存
在
を
認
め
な
い
と
い
う
立
場
を
と
る
も
の
で
、
そ
の
根
拠
と
し
て
は
弘
仁
格
序
文
が
天
智
朝
の
近
江
令
に
次
ぐ
も
の
と

「内外法制沿革略』を中心とLてみた中金正衡の思、想

し
て
文
武
朝
の
大
宝
令
を
挙
げ
、

そ
の
聞
の
天
武
朝
に
触
れ
る
処
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
お
り
一
個
の
説
を
為
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る。
現
在
の
通
説
で
は
近
江
令
に
次
い
で
天
武
朝
に
浄
御
原
令
が
編
纂
さ
れ
、
こ
れ
を
改
定
し
て
大
宝
令
が
撰
定
さ
れ
た
と
す
る
が
、

以
前
に
お
い
て
は
佐
藤
誠
実
博
士
の
『
律
令
考
』
、
中
田
薫
博
士
の
『
古
法
雑
観
』
等
が
浄
御
原
令
不
存
在
説
を
採
っ
て
学
界
に
有

力
な
地
歩
を
占
め
て
い
た
か
ら
、
中
金
の
理
解
は
浄
御
原
令
不
存
在
説
と
し
て
比
較
的
早
い
部
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ

う
ま
た
、
巻
之
一
の
三
に
、
律
令
の
篇
目
と
し
て
律
は
第
一
名
例
律
か
ら
第
十
二
断
獄
律
ま
で
、
令
は
官
位
令
か
ら
雑
令
ま
で
を
挙

げ
る
が
、

そ
の
冒
頭
に

文
武
天
皇
ノ
朝
ニ
贈
太
政
大
臣
藤
原
不
比
等
奉
勅
ノ
撰
ア
リ

と
し
て
い
る
か
ら
、
中
金
は
こ
れ
を
大
宝
律
令
の
篇
目
名
と
み
な
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
末
期
に
お
い
て
令
義
解
等
に
ょ
っ

63 

て
み
る
こ
と
の
で
き
た
令
が
大
宝
令
で
あ
る
と
の
説
は
荷
田
在
満
が
そ
の
著
『
令
三
弁
』
で
唱
え
て
お
り
、
春
満
、
在
満
、
冬
満
と



三
代
続
い
た
荷
国
家
の
律
令
学
は
当
時
天
下
に
流
布
し
て
い
た
か
ら
中
金
も
こ
れ
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
尤
も
、
実
際
に
は
近

近代日本研究

世
以
降
ま
で
伝
存
し
た
令
は
養
老
令
で
あ
り
、
既
に
江
戸
期
に
お
い
て
尾
張
藩
の
稲
葉
通
邦
は
『
神
祇
令
和
解
』
を
著
し
て
在
満
の

64 

説
を
駁
し
、
伝
来
の
令
が
養
老
令
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
し
、
他
に
江
戸
の
村
田
春
海
も
同
様
の
結
論
に
到
達
し
て
い
た
が
、

こ
れ
ら
の
説
は
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
為
中
金
も
気
付
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
外
、
巻
之
一
の
二
十
に
唐
の
考
課
令
の
概
略
と
し
て
掲
げ
る
部
分
は
ほ
と
ん
ど
が
伊
藤
束
涯
の
『
制
度
通
』
を
典
拠
と
す
る

等
、
同
書
で
示
さ
れ
る
中
金
の
知
見
は
幕
末
に
お
け
る
律
令
学
の
到
達
水
準
を
大
き
く
越
え
る
こ
と
は
な
く
、
独
自
の
学
派
を
為
す

も
の
と
は
い
い
難
い
。

し
か
し
、
律
令
格
式
か
ら
貞
永
式
目
、
八
ム
事
方
御
定
書
、
新
律
綱
領
、
改
定
律
例
ま
で
を
一
括
し
て
紹
介
し
、

初
学
者
の
便
覧
に
供
せ
ん
と
し
た
試
み
は
当
時
に
あ
っ
て
は
斬
新
な
も
の
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
法
制
の
変
遷
を
中

心
と
し
て
古
代
天
皇
制
か
ら
明
治
維
新
ま
で
の
歴
史
的
経
過
を
理
路
整
然
と
叙
述
し
て
い
る
点
も
中
金
の
教
養
水
準
の
高
さ
を
窺
わ

せ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
他
吉
と
比
較
し
て
も
、
明
治
二
十
五
年
に
萩
野
由
之
、
小
中
村
義
象
、
増
田
子
信
の
三
氏
に
よ
っ
て
刊
行

さ
れ
現
在
も
流
布
す
る
『
日
本
古
代
法
典
』
が
中
金
と
同
様
浄
御
原
令
不
存
在
説
を
採
り
、
伴
主
日
残
篇
、
法
曹
至
要
抄
、
貞
永
式
目
、

御
定
書
百
ケ
条
等
を
収
め
る
も
の
の
官
職
制
度
の
沿
革
に
触
れ
る
処
が
な
く
、

ま
た
新
律
綱
領
、
改
定
律
例
を
欠
い
て
い
る
事
に
比

べ
れ
ば
、
中
金
の
法
制
沿
革
に
対
す
る
関
心
は
広
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
法
制
史
の
概
説
書
と
し
て
は
極
め
て
整
っ
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
内
外
法
制
沿
革
略
』
に
は
日
本
の
法
制
に
関
す
る
記
述
に
加
え
て
、

日
本
の
近
代
化
に
お
け
る
政
府
と
国
民
の
関
係
に
つ
い
て
中



金
の
考
え
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

政
府
論
に
つ
い
て
み
る
と
巻
之
一
の
三
十
七
に
お
い
て
欧
米
各
国
の
政
治
体
制
と
日
本
を
含
め
た
東
洋
の
そ
れ
と
の
違
い
に
つ
い

て
考
察
を
加
え
て
い
る

ま
ず
東
洋
の
政
治
理
念
に
関
し
て
は

君
長
タ
ル
者
ハ
人
民
ヲ
ミ
ル
コ
ト
赤
子
ノ
如
ク
（
中
略
）
殊
－
一
我
先
皇
ハ
奮
史
－
一
載
セ
タ
ル
如
ク
宮
室
ヲ
卑
シ
衣
食
ヲ
俄
シ
民
一
一
貧
苦
ナ

カ
ラ
シ
メ
ン
ト
日
夜
御
心
ヲ
勢
シ
タ
マ
ヘ
リ
ヵ
、
ル
御
世
ニ
ハ
租
税
ヲ
薄
ク
シ
人
民
ヲ
シ
テ
欣
々
然
ト
シ
テ
至
尊
ヲ
仰
キ
奉
ル
天
日
ヲ

拝
ス
ル
カ
如
ク
是
ヲ
親
ム
コ
ト
ハ
父
母
ノ
如
シ
是
最
上
ノ
治
績
ト
イ
フ
ヘ
シ

と
し
、
君
長
は
人
民
を
赤
子
の
如
く
愛
恵
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
現
に
古
の
天
皇
は
官
室
を
質
宗
に
し
て
倹
約
に
務
め
、
民
の
租
税

を
軽
減
す
る
な
ど
、
善
政
を
施
し
た
為
、
民
の
天
皇
を
仰
ぎ
み
る
こ
と
天
日
を
拝
す
る
が
如
く
で
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
人

『内外法制沿革略』を中心としてみた中金正衡の思想

民
に
と
っ
て
君
長
が
父
母
の
如
く
あ
る
こ
と
が
最
上
の
治
績
に
な
る
と
し
て
い
る
。

一
方
、
欧
米
各
国
に
あ
っ
て
は

欧
米
文
明
ノ
図
々
ハ
ヨ
ク
人
民
ノ
保
護
行
キ
届
キ
飢
寒
流
轄
ノ
者
ナ
グ
皆
家
業
ニ
汲
々
ト
シ
テ
利
益
是
ツ
ト
ム
其
治
績
ノ
見
ル
ヘ
キ
ハ

同
一
ナ
リ
シ
カ
シ
ソ
ノ
政
治
ノ
本
ヲ
考
フ
レ
ハ
ワ
レ
ハ
情
ヲ
本
ト
シ
彼
ハ
利
ヲ
本
ト
ス
利
ハ
即
チ
理
ノ
シ
カ
ル
ヘ
キ
所
ナ
リ
其
論

タ
ル
ヤ
圏
中
飢
寒
流
轄
ノ
人
民
ア
ル
ハ
ミ
ナ
ソ
ノ
人
民
知
識
ヲ
開
カ
サ
ル
ニ
ヨ
ル
遊
惰
－
一
長
シ
白
ラ
其
禍
ヲ
招
キ
且
政
府
ニ
モ
其
利
ヲ

得
ヘ
キ
ナ
シ
終
ニ
ハ
其
図
ノ
哀
弱
ト
ナ
ル
一
一
至
ル
故
ニ
賢
愚
各
其
分
ニ
庭
シ
業
ヲ
執
リ
ソ
ノ
タ
ケ
と
と
勉
強
ス
レ
ハ
決
シ
テ
飢
寒
ヲ

招
ク
寸
ナ
グ
政
府
モ
白
ラ
利
ス
ル
ブ
多
シ

と
し
、
人
民
を
保
護
し
て
そ
の
業
を
遂
げ
し
む
る
と
い
う
治
績
の
表
面
上
に
お
い
て
は
東
洋
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
政
治
理

念
の
根
本
を
み
る
な
ら
ば
、
儒
教
的
政
治
理
念
が
情
を
本
と
す
る
の
に
対
し
て
、
欧
米
各
国
の
政
治
は
利
（
理
）
を
本
と
し
て
い
る

処
に
差
異
が
あ
る
。

ま
た
、
人
民
に
飢
寒
流
転
あ
る
は
人
民
の
智
識
が
聞
か
れ
ず
、
遊
惰
に
流
れ
る
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
人
民

が
各
々
そ
の
分
に
応
じ
て
生
業
に
励
み
、
勉
学
に
努
め
れ
ば
飢
寒
を
招
く
こ
と
な
く
、
政
府
も
ま
た
利
す
る
と
こ
ろ
多
し
と
す
る
。
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さ
ら
に
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故
ニ
政
府
ハ
コ
レ
ヲ
懲
勧
シ
智
識
ヲ
ヒ
ラ
カ
シ
メ
人
民
一
己
天
然
ノ
権
利
ヲ
得
セ
シ
メ
喜
モ
其
志
ヲ
束
縛
セ
ス
唯
ソ
ノ
人
民
各
業
ヲ
執
リ

自
他
交
際
ノ
事
ニ
付
キ
能
ク
コ
レ
ヲ
保
護
ス
ル
ヲ
務
メ
ト
ス
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と
あ
り
、
政
府
の
採
る
べ
き
道
と
し
て
は
人
民
を
教
化
し
て
智
識
を
聞
か
し
め
人
民
固
有
の
権
利
を
保
障
し
て
こ
れ
を
束
縛
せ
ず
、

各
々
の
生
業
を
営
ま
し
め
、
社
会
関
係
を
保
護
す
れ
ば
足
り
る
と
す
る
。

中
金
の
こ
の
よ
う
な
政
府
観
は
明
治
初
年
に
刊
行
さ
れ
た
福
津
諭
吉
の
著
書
に
み
え
る
所
論
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
、
仔
細
に

比
較
す
る
な
ら
ば
そ
こ
に
福
淳
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
中
金
の
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
は
明
治
八
年
の
刊
行
で
あ

る
が
、
慶
応
二
年
に
は
既
に
福
淳
の
『
西
洋
事
情
』
初
編
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
し
、
次
い
で
明
治
元
年
に
『
西
洋
事
情
』
外
編
、
同

三
年
『
西
洋
事
情
』
二
編
、
そ
し
て
同
五
年
に
は
『
学
問
の
す
斗
め
』
初
編
、
同
六
年
『
学
問
の
す
ふ
め
』
ニ
・
三
編
と
続
き
、
同

七
年
か
ら
九
年
ま
で
の
聞
に
『
学
問
の
す
斗
め
』
四
l
十
三
編
が
順
次
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
著
書
で
福
津
の
示
し
た
政
府
観
は
社
会
契
約
論
的
立
場
に
よ
っ
て
政
府
に
過
度
の
権
力
の
集
中
す
る
こ
と
を
嫌
い
人
民

の
独
立
を
も
っ
て
国
家
の
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
実
学
を
修
め
、
そ
の
後
に
士
農
工
商
各
其
分
を
尽
し
銘
々
の
家
業
に
励
め

ば
一
身
も
独
立
し
家
も
独
立
し
、

ひ
い
て
は
国
家
も
独
立
す
る
と
い
う
の
が
『
学
問
の
す
斗
め
』
初
編
で
福
津
が
主
張
す
る
処
で
あ

り
、
同
編
で
は

凡
そ
世
の
中
に
無
智
文
盲
の
民
ほ
ど
憐
む
べ
く
亦
悪
む
べ
き
も
の
は
あ
ら
ず
。
智
恵
な
き
の
極
は
恥
を
知
ら
ざ
る
に
至
り
、
己
が
無
智
を

以
て
貧
究
に
陥
り
飢
寒
に
迫
る
と
き
は
、
己
が
身
を
罪
せ
ず
し
て
妄
に
傍
の
宮
め
る
人
を
怨
み
、
甚
し
き
は
徒
黛
を
結
び
強
訴
一
設
な
ど

と
て
乱
妨
に
及
ぶ
こ
と
あ
り
（
中
略
〉
西
洋
の
諺
に
愚
民
の
上
に
苛
き
政
府
あ
り
と
は
こ
の
事
な
り
。
こ
は
政
府
の
苛
き
に
あ
ら
ず
、
愚

民
の
白
か
ら
招
く
災
な
り
。
愚
民
の
上
に
苛
き
政
府
あ
れ
ば
、
良
民
の
上
に
は
良
き
政
府
あ
る
の
理
な
り
。

と
、
人
民
の
無
智
が
暴
政
を
招
く
こ
と
を
述
べ
、



先
づ
一
身
の
行
ひ
を
正
し
、
厚
く
皐
に
志
し
博
く
事
を
知
り
、
銘
々
の
身
分
に
相
臆
す
べ
き
ほ
ど
の
智
徳
を
備
へ
て
、
政
府
は
其
政
を
施

す
に
易
く
諸
民
は
其
支
配
を
受
け
て
苦
み
な
き
ゃ
う
、
互
に
其
所
を
得
て
共
に
全
園
の
太
平
を
護
ら
ん
と
す
る
の
一
事
の
み
。

と
結
ん
で
い
る
。
『
西
洋
事
情
』
外
編
巻
之
二
に
も

人
間
交
際
の
基
本
は
、
人
々
弱
か
ら
其
心
力
を
労
し
弱
か
ら
其
責
に
任
ず
る
に
在
り
。
（
中
略
）
故
に
政
府
た
る
も
の
、
（
中
略
）
園
民
の
動

静
を
思
慮
し
、
之
が
為
め
に
周
旋
せ
ん
と
す
る
は
、
菅
に
其
民
の
煩
を
為
す
の
み
な
ら
ず
、
有
害
無
益
、
過
分
の
労
と
一
五
ふ
可
し
。

と
あ
り
、
人
民
が
政
府
を
立
て
る
由
来
は
人
民
各
自
の
意
志
に
よ
っ
て
そ
の
一
身
を
維
持
し
処
世
の
自
由
を
保
つ
こ
と
に
あ
り
、
政

府
は
そ
の
固
有
の
権
利
を
保
護
す
れ
ば
足
り
る
と
い
う
の
が
福
津
の
繰
り
返
し
主
張
す
る
処
で
あ
っ
た
。

ま
た
『
学
問
の
す
t
A

め
』
十
一
編
で
は
東
洋
的
政
治
理
念
に
つ
い
て
も
触
れ

『内外法制沿革略』を中心としてみた中金正衡の思想

亜
細
亜
諸
閣
に
於
て
は
園
君
の
こ
と
を
民
の
父
母
と
云
ひ
、
人
民
の
こ
と
を
臣
子
又
は
赤
子
と
云
ひ
、
（
中
略
）
民
を
撫
す
る
に
情
愛
を

主
と
し
、
（
中
略
）
上
の
徳
化
は
南
風
の
薫
す
る
が
如
く
、
民
の
之
に
従
ふ
は
草
の
鹿
く
が
如
く
（
中
略
）
さ
れ
ど
も
よ
く
事
寅
を
考
れ
ば
、

政
府
と
人
民
と
は
も
と
骨
肉
の
縁
あ
る
に
非
ず
、
寅
に
他
人
の
附
合
な
り
。
他
人
と
他
人
と
の
附
合
に
は
情
賓
を
用
ゆ
可
ら
ず
、
必
ず
規

則
約
束
な
る
者
を
作
り
、
互
に
之
を
守
て
厘
毛
の
差
を
争
ひ
、
讐
方
共
に
却
て
国
く
治
る
も
の
に
て
、
此
乃
ち
閣
法
の
起
り
し
由
縁
な
り
。

と
あ
っ
て
、
君
長
を
父
母
と
し
人
民
を
赤
子
と
し
て
徳
化
を
も
っ
て
政
治
の
基
本
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
あ
り
方
を
批
判
し
、
政
府

と
人
民
の
契
約
に
よ
り
国
を
治
め
る
を
良
と
し
て
い
る

こ
れ
ら
の
点
を
み
る
な
ら
ば
中
金
の
政
府
観
は
そ
の
根
本
に
お
い
て
福
津
の
影
響
を
蒙
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
同
様
の

こ
と
は
そ
の
租
税
論
に
お
い
て
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
巻
之
一
の
三
十
八
に

租
税
ノ
薄
ハ
正
政
ノ
貴
フ
所
ナ
レ
ト
モ
此
頃
－
一
至
リ
テ
ハ
人
事
繁
ク
ナ
リ
ユ
ケ
ハ
政
府
之
費
用
亦
漸
グ
多
ク
ナ
レ
ハ
自
ラ
租
税
ヲ
加
ヘ
サ

ル
ヲ
得
ス
人
民
モ
税
ヲ
出
シ
テ
尚
其
保
護
ヲ
頼
マ
サ
ル
ヲ
得
ス
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と
あ
っ
て
、
（
儒
教
的
徳
治
政
治
が
）
租
税
の
薄
き
を
貴
ぶ
の
に
対
し
て
、
近
代
的
政
府
に
あ
っ
て
は
人
民
が
応
分
の
負
担
を
な
し
政



府
を
維
持
し
て
そ
の
保
護
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
が
、
福
津
も
ま
た
『
西
洋
事
情
』
二
編
巻
之
一
に
お
い
て
収
税
論
の
項
を
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立
て

一
国
の
公
費
を
給
す
る
の
法
を
論
ず
る
と
題
し
て
、
国
民
が
政
府
維
持
の
た
め
応
分
の
税
を
負
担
す
べ
き
こ
と
を
説
き
、
さ

ら
に
分
頭
税
と
物
品
税
の
相
異
得
失
な
ど
一
国
税
制
の
有
り
方
に
つ
い
て
こ
と
細
か
に
述
べ
、
税
の
用
途
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
み
る
限
り
、
中
金
の
政
府
論
を
は
じ
め
と
す
る
諸
見
解
は
福
津
の
影
響
の
下
に
成
立
し
た
と
考
え
て
ほ
ぼ
間

違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

一
方
で
、
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
の
叙
述
の
中
に
は
福
津
の
思
想
と
全
く
異
な
る
も
の
も
含
ま
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
君
主
観
、
天
皇
観
で
あ
っ
て
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
巻
之
一
の
三
十
五
に
天
皇
を
中
心
と
す
る
日
本
の
国
体
に
つ

い
て
中
金
の
見
解
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は

蚊
ニ
上
古
ヨ
リ
自
今
代
に
至
ル
迄
治
乱
様
々
ナ
レ
ト
モ
我
園
睦
有
モ
嬰
革
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
（
中
略
）
今
日
復
古
ノ
政
制
ハ
即
チ
往
古
ノ
遺

制
ニ
本
ツ
キ
太
政
官
及
ヒ
諸
省
ノ
職
制
ヲ
改
定
シ
封
建
ノ
宿
弊
ヲ
一
捷
シ
天
皇
射
カ
ラ
大
政
ノ
樫
ヲ
執
ラ
セ
タ
マ
ヒ
再
タ
ヒ
天
日
ヲ
仰
ク

ノ田
ω
ヒ
ヲ
ナ
ス

と
し
て
天
皇
制
を
も
っ
て
上
古
よ
り
不
変
の
国
体
と
み
な
し
て
い
る
。
尤
も
君
権
万
能
と
い
う
の
で
は
な
く
、

近
年
西
洋
ノ
各
困
窮
理
ノ
皐
ニ
由
リ
厚
生
利
用
ヲ
唱
へ
自
主
自
由
ノ
民
権
ヲ
主
張
シ
一
是
モ
其
権
利
ヲ
束
縛
セ
ス

々
開
化
ノ
域
ニ
進
ム
依
テ
君
ノ
擢
威
ヲ
以
テ
人
民
ヲ
医
抑
ス
ル
コ
ト
前
年
ノ
如
グ
ナ
ラ
シ
メ
ス

交
易
互
市
高
邦
相
親
日

と
、
開
化
の
世
に
あ
っ
て
は
前
代
と
は
異
な
り
君
権
を
も
っ
て
人
民
を
抑
圧
す
べ
か
ら
ず
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
結
論
と
し
て
は

但
我
閣
鰻
ヲ
存
ス
ル
ヲ
準
ト
シ
君
主
調
裁
ノ
図
腫
ヲ
基
ト
シ
其
政
治
ノ
作
用
ハ
君
民
同
治
ノ
公
理
ヲ
折
衷
シ
聖
主
良
輔
共
－
一
諮
詞
シ
彼
我

ヲ
取
捨
シ
漸
々
改
正
ア
リ

と
し
て
、
君
主
独
裁
を
基
と
し
な
が
ら
時
勢
の
閲
進
に
応
じ
て
君
民
同
治
の
公
理
を
折
衷
し
政
制
の
改
正
を
図
る
べ
し
と
主
張
し
て

い
る



こ
の
よ
う
な
天
皇
観
は
明
治
の
初
め
に
お
け
る
福
津
の
そ
れ
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
福
津
も
明
治
十
五
年
に
出
さ

れ
た
『
帝
室
論
』
で
は
「
一
国
の
帝
王
は
一
家
の
父
母
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
し
、
皇
室
を
も
っ
て
位
階
勲
等
を
扱
う
栄
誉
の
象
徴

と
す
る
な
ど
そ
の
積
極
的
価
値
を
認
め
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
明
治
初
年
に
あ
っ
て
は
天
皇
制
に
対
し
て
極
め
て
冷
淡
で
あ
っ
て
、

天
子
な
ど
幾
人
あ
っ
て
も
邪
魔
と
す
る
に
足
り
な
い
と
述
べ
た
こ
と
も
あ
り
、
明
治
八
年
の
『
文
明
論
之
概
略
』
巻
之
一
で
は

都
て
世
の
政
府
は
唯
便
利
の
た
め
に
設
け
た
る
も
の
な
り
。
園
の
文
明
に
便
利
な
る
も
の
な
れ
ば
、
政
府
の
腫
裁
は
立
君
に
で
も
共
和
に

で
も
其
名
を
聞
は
ず
し
て
其
寅
を
取
る
可
し
。

と
し
て
い
る
。

ま
た
後
年
の
『
帝
室
論
』
に
し
て
も
君
主
政
治
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
く
、
皇
室
に
道
徳
的
模
範
、
文
化
の
保
護

『内外法制沿苧略』を中心としてみた中金正衡の思想

者
と
し
て
の
役
割
を
求
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

結
局
、
中
金
は
そ
の
政
府
論
に
お
い
て
は
福
津
の
影
響
を
受
け
民
権
の
仲
張
を
望
ん
だ
も
の
の
、
天
皇
制
の
堅
持
を
主
張
す
る
点

で
福
津
と
は
異
な
り
、
当
時
の
思
想
的
立
場
か
ら
い
え
ば
、
民
権
思
想
に
よ
っ
て
共
和
制
を
め
ざ
す
一
派
と
対
立
し
て
、
君
主
独
裁

を
標
携
す
る
勢
力
に
近
か
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
こ
の
点
に
関
連
し
て
興
味
深
い
の
は
宮
島
誠
一
郎
の
『
国
憲
．
細

纂
起
源
』
が
、

や
は
り
日
本
古
来
の
国
体
と
し
て
君
主
独
裁
を
認
め
な
が
ら
近
代
に
お
け
る
君
民
同
治
を
唱
え
、

そ
の
下
で
の
立
憲

政
治
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
向
者
の
公
刊
は
明
治
三
十
八
年
で
あ
る
が
、
『
明
治
文
化
全
集
』
第
四
巻
憲
政
篇
（
日
本
評
論

一
九
二
八
年
）

社

の
尾
佐
竹
猛
『
国
憲
編
纂
起
源
』
解
題
に
よ
れ
ば
、

そ
の
中
心
と
な
る
右
の
見
解
を
含
む
立
国
憲
議
は
明
治
五

年
に
太
政
官
左
院
の
議
官
で
あ
っ
た
宮
島
が
左
院
議
長
後
藤
象
二
郎
に
提
出
し
た
建
白
書
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は

『
官
員
録
』

に
よ
れ
ば
明
治
六
年
の
左
院
に
は
ご
一
等
議
官
と
し
て
宮
島
が
奉
職
し
て
い
る
一
方
、

五
等
議
官
と
し
て
中
金
正
衡
が
名

を
連
ね
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
左
院
に
お
け
る
両
者
の
関
係
を
考
え
れ
ば
中
金
の
天
皇
観
が
宮
島
の
影
響
に
よ
っ
て
形
成
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さ
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
で
は
あ
る
ま
い



い
ず
れ
に
し
て
も
中
金
の
思
想
は
全
て
が
福
津
の
影
響
を
蒙
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
幕
末
以
降
日
本
に
も
た
ら
さ
れ

近代日本研究

た
西
欧
の
思
想
を
参
酌
し
つ
つ
自
己
の
考
え
を
練
り
あ
げ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
の
出
版
は
明
治
八
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年
で
あ
る
が
、
当
時
に
お
け
る
西
欧
政
治
思
想
の
移
入
状
況
を
出
版
事
情
に
沿
っ
て
辿
っ
て
み
る
と
、
前
掲
の
福
津
の
著
書
の
ほ
か

加
藤
弘
之
『
立
憲
政
体
略
』
（
明
治
元
年
）

鈴
木
唯

『
英
政
如
何
』
（
明
治
元
年
）
、

同
『
真
政
大
意
』
（
明
治
三
年
）
、

同
『
国

体
新
論
』
（
明
治
七
年
）
、
中
村
正
直
『
西
国
立
志
編
』
（
明
治
四
年
）
、
同
『
自
由
之
理
』
等
が
あ
り
、
中
金
が
こ
れ
ら
の
諸
書
を
参
照

し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る

し
か
し
、
例
え
ば
中
村
正
直
が
儒
学
の
普
遍
性
を
信
じ
、
洋
学
と
密
接
不
可
分
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
時
に
は
洋
学
を
包
摂
し
、

時
に
は
洋
学
を
基
礎
守
つ
け
る
も
の
と
し
て
そ
の
存
在
意
義
を
認
め
、
洋
学
の
学
習
の
基
礎
と
し
て
儒
学
的
教
養
を
求
め
た
の
に
対
し

て
、
福
津
は
机
上
の
古
典
研
究
を
主
と
す
る
と
し
て
伝
統
的
学
問
を
否
定
し
、
個
人
の
日
常
生
活
の
視
点
か
ら
人
間
一
個
の
独
立
を

助
け
る
も
の
と
し
て
の
「
実
学
」
を
唱
え
て
お
り
、
両
者
の
問
に
は
根
本
的
な
相
異
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
政
府
に
対
す
る
人
民
の
独
立
不
眠
と
い
う
点
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
加
藤
弘
之
も
『
真
政
大
意
』
『
国
体
新
論
』
で
政
府
に
よ

る
人
民
の
束
縛
を
非
と
す
る
が
、
具
体
的
な
政
府
の
任
務
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
臣
民
の
生
命
権
利
、
私
有
を
「
保
護
」
す
る
だ

け
で
は
足
り
ず
、
人
民
を
「
勧
導
」

し
て
知
識
を
聞
き
、
倫
理
を
明
ら
か
に
し
て
風
俗
を
整
え
、
諸
業
の
開
明
を
「
補
益
」
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
人
民
の
上
に
立
ち
て
之
を
統
制
す
る
権
利
を
有
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、
東
洋
に
お
け
る
儒
教
的
な
臣
民
保
護
の
政
府
観
を
排
し
、
国
民
の
自
立
自
助
を
も
っ
て
国

家
の
基
礎
と
す
る
中
金
の
主
張
は
や
は
り
福
津
の
思
想
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
法
の
伝
統
に
関
す
る
考
え
方
に
お
い
て
中
金
と
福
津
と
の
聞
に
は
類
似
が
認
め
ら
れ
る
。

『
内
外
法
制
沿
革
略
』
の
緒

言
に
お
い
て
中
金
は
各
国
の
制
度
が
建
国
以
来
の
慣
習
に
よ
っ
て
具
な
る
こ
と
を
あ
げ
、

そ
の
異
同
を
知
り
、
併
わ
せ
て
本
邦
古
今



の
沿
革
を
み
る
べ
し
と
し
て
い
る
が
、
福
津
も
ま
た
政
治
改
革
に
際
し
て
一
国
に
行
な
わ
れ
て
き
た
法
の
伝
統
を
重
視
す
べ
き
こ
と

を
主
張
し
て
お
り
、
『
西
洋
事
情
』
外
編
巻
之
二
で
、

法
の
本
は
太
古
の
奮
例
よ
り
起
り
、
其
由
て
来
る
所
、
一
朝
一
夕
の
こ
と
に
非
ら
ず
。
（
中
略
）
法
の
本
は
其
園
の
習
俗
に
由
て
来
る
こ

と
明
白
な
り
。
（
中
略
）
一
国
の
人
望
を
得
て
政
を
施
す
者
の
一
大
緊
要
事
は
、
謹
で
嘗
物
を
改
正
す
る
に
在
り
。
妄
に
新
奇
を
好
み
‘

紙
上
の
空
論
を
信
じ
て
其
蓄
を
棄
る
は
、
勿
卒
の
甚
し
き
も
の
と
云
ふ
可
し
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
福
津
の
影
響
は
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
は
福
津
の
思

想
的
影
響
を
蒙
り
な
が
ら
、

一
部
中
金
の
立
場
か
ら
く
る
独
自
の
考
え
を
加
味
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

r内外法制沿草略』を中心としてみた中金正衡の思想

四

中
金
正
衡
に
は
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
の
ほ
か
に
も
『
民
法
略
解
｜
仏
蘭
西
法
律
i
』
『
政
学
概
論
』
『
明
律
約
解
』
等
の
著
書
が

あ
る
。
こ
れ
ら
も
中
金
の
思
想
を
知
る
上
で
重
要
な
著
述
で
あ
る
の
で
次
に
そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

『
内
外
法
制
沿
革
略
』
と
同
じ
く
明
治
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
民
法
略
解
｜
仏
蘭
西
法
律
｜
』
は
桜
井
精
と
の
共
著
に
よ
る
フ
ラ
ン

ス
民
法
の
解
説
書
で
あ
る
。
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
で
欧
米
法
研
究
の
必
要
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
を
承
け
て
、
そ
の
具
体
化
で
あ

る
外
国
法
律
篇
の
一
つ
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

当
時
、

日
本
で
は
既
に
ボ
ア
ソ
ナ
i
ド
が
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
講
義
を
行
な
い
、
箕
作
麟
酔
等
が
そ
の
翻
訳
に
従
っ
て
お
り
、
中
金

も
箕
作
の
訳
本
を
用
い
て
こ
れ
に
注
解
を
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
注
釈
書
の
公
刊
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
国
会
図
書
館
明
治
期
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刊
行
図
書
目
録
に
よ
る
限
り
、

明
治
九
年
の
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
述
『
仏
国
民
法
契
約
編
講
義
』
（
司
法
省
）
、

ピ
コ
l
著
『
仏
国
民
法
注



釈
』
、
高
崎
佐
伯
編
『
仏
関
西
民
法
問
答
』
が
明
治
十
年
以
前
の
も
の
と
し
て
存
す
る
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
そ
れ
以
降
に
集
中
し

近代日本研究

て
い
る
か
ら
、
中
金
の
注
釈
は
公
刊
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
最
も
早
い
時
期
に
属
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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明
治
九
年
刊
行
の
『
政
学
概
論
』
は
東
本
願
寺
派
本
山
諸
教
校
に
お
け
る
一
般
教
育
用
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
。
上
下
二
冊
か
ら
な
り
、

上
巻
で
は
歴
史
上
の
政
体
を
「
君
主
撞
制
」
「
君
主
専
治
」
「
君
民
同
治
」
「
貴
顕
専
治
」
「
共
和
政
治
」

等
に
区
分
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
と
共
に
、
欧
米
各
国
に
お
け
る
立
法
・
司
法
・
行
政
の
三
権
の
制
度
の
紹
介
を

行
な
い
、
下
巻
で
は
陸
海
軍
制
度
の
解
説
に
始
ま
り
、
教
育
、
租
税
、

理
財
等
、
国
家
の
運
営
に
関
す
る
概
要
の
説
明
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
他
書
と
比
較
す
る
と
、
政
体
の
区
分
は
加
藤
弘
之
の
『
立
憲
政
体
略
』
と
よ
く
似
て
お
り
、
英
国
に
関
す
る
記
述
の
一
部

は
鈴
木
唯

『
英
政
如
何
』
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
』
第
七
巻
政
治
篇
の
川
原
次
吉
郎
・
風
円
十

八
十
二
に
よ
る
『
英
政
如
何
』
解
題
に
よ
れ
ば
、
鈴
木
唯
一
は
明
治
五
年
洋
行
か
ら
帰
っ
て
太
政
官
正
院
に
出
仕
を
命
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
年
居
を
牛
込
二
十
騎
町
十
七
番
地
に
定
め
て
い
る
。

一
方
、
中
金
は
同
二
十
騎
町
十
六
番
地
の
住
人
で
あ
っ
た
か
ら
、

両
者
の
聞
に
は
何
ら
か
の
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

し
か
し
、
『
立
憲
政
体
略
』
や
『
英
政
如
何
』
と
比
べ
る
と
『
政
学
概
論
』
の
叙
述
は
遥
か
に
詳
細
で
あ
り
、
特
に
英
国
の
裁
判

制
度
に
関
す
る
説
明
は
他
に
例
を
見
な
い
程
の
充
実
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
同
書
で
興
味
深
い
の
は
ミ
ル
ト
ン

ル
ソ
l
等
の
名
を
あ
げ
な
が
ら
君
主
専
治
の
弊
害
を
除
く
も
の
と

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

し
て
の
立
憲
政
体
の
特
長
に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
立
憲
君
主
制
と
立
憲
共
和
政
治
を
比
較
し
、
選
挙
さ
れ
た
人

民
の
代
表
に
よ
る
共
和
政
治
を
理
想
と
し
な
が
ら
も
、

日
本
の
よ
う
に
建
国
以
来
の
君
主
制
の
伝
統
を
も
っ
国
で
は
立
憲
君
主
制
を

採
り
、
憲
法
に
よ
っ
て
君
主
の
暴
政
を
防
ぐ
と
共
に
人
民
に
参
政
権
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
立
憲
政



治
論
の
影
響
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
直
接
的
に
は
中
金
自
身
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
明
治
八
年
に
漸
次
立
憲
政
体
樹
立

の
詔
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
を
承
け
た
も
の
で
、
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
に
お
け
る
君
主
観
と
同
様
、
左
院
に
属
し
て
い
た
中
金
が
明

治
国
家
の
官
僚
と
し
て
の
立
場
に
よ
る
制
約
の
中
で
政
体
を
論
じ
た
こ
と
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
東
洋
法
関
係
の
も
の
と
し
て
は
明
治
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
明
律
約
解
』
が
あ
る
。
明
律
の
研
究
は
江
戸
時
代
か
ら
盛
ん

で
、
特
に
紀
州
藩
で
は
八
代
将
軍
と
な
っ
た
吉
宗
を
中
心
に
代
々
の
藩
主
が
研
究
の
推
進
に
力
を
い
れ
た
た
め
享
保
年
間
の
高
瀬
喜

朴
『
大
明
律
例
語
義
』
な
ど
大
部
の
明
律
注
釈
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
は
紀
州
藩
で
の
成
果
に
並
ぶ
も
の
と
し
て
同
じ
く

享
保
年
間
の
荻
生
但
徐
『
明
律
国
字
解
』
が
あ
り
、
同
書
は
幕
末
に
江
戸
で
翻
刻
さ
れ
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
広
く
流
布
し
て
い

『内外法制沿草略』を中心としてみた中金正衡の思想

た
中
金
は
こ
の
『
明
律
国
字
解
』
を
引
き
合
い
に
出
し
、
但
彼
の
注
釈
が
詳
細
を
極
め
や
や
難
解
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
該
書
が
律
の

本
文
を
載
せ
て
い
な
い
こ
と
を
不
満
と
し
て
初
学
者
向
け
の
注
釈
書
の
執
筆
を
思
い
立
っ
た
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
『
明
律
約
解
』

で
は
ま
ず
明
律
本
文
を
掲
げ
て
略
解
を
加
え
、
合
わ
せ
て
清
律
の
注
解
を
も
引
用
し
て
読
者
の
便
に
供
し
て
い
る
。

明
律
本
文
の
底
本
に
つ
い
て
は
特
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
但
休
刊
の
弟
で
北
渓
と
号
し
た
荻
生
（
物
部
）
観
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
物
観

本
明
律
を
引
い
た
と
思
わ
れ
る
。
物
観
本
明
律
は
享
保
八
年
に
初
め
て
翻
刻
さ
れ
た
が
、
明
治
三
年
に
至
っ
て
補
刻
さ
れ
て
お
り
、

中
金
も
入
手
可
能
で
あ
っ
た
。

ま
た
物
観
本
明
律
の
底
本
と
『
明
律
国
字
解
』
の
引
用
す
る
律
文
及
び
原
注
の
底
本
は
必
ら
ず
し
も

「
沿
路
」
と
す
る
所
を
国
字
解
で
は
「
沿
途
」
と
し
て

一
致
せ
ず
、
例
え
ば
名
例
律
の
「
徒
流
人
在
道
会
赦
」
の
原
注
で
物
観
本
が

い
る
事
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
中
金
の
『
明
律
約
解
』
で
は
当
該
部
分
は
「
沿
路
」
と
さ
れ
て
お
り
、
物
観
本
明
律
と
一
致

す
る
。
こ
の
外
、
律
文
に
施
さ
れ
た
訓
点
も
物
観
本
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
中
金
は
『
朋
律
国
字
解
』
と
共
に
物
観
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本
明
律
を
手
元
に
置
い
て
作
業
を
進
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る



次
に
明
治
に
入
っ
て
新
法
も
制
定
さ
れ
て
い
る
時
期
に
わ
ざ
わ
ざ
中
国
律
を
と
り
上
げ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
新
律
綱
領
、
改
定
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律
例
も
法
文
の
体
裁
や
字
句
は
従
来
の
明
・
清
律
に
倣
っ
て
お
り
、
内
容
的
に
も
古
来
の
中
国
法
の
伝
統
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
あ
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げ
、
新
法
の
研
究
に
は
依
然
と
し
て
中
国
律
に
関
す
る
知
識
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
技
術
的
な
問
題
と
し
て
、

西
洋
法
の
移
入
に
際
し
て
、
法
律
の
文
章
の
適
切
な
翻
訳
を
行
な
う
上
で
律
文
に
習
熟
し
て
い
る
こ
と
が
助
け
に
な
る
と
説
い
て
い

る
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
や
『
政
学
概
論
』
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
中
金
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
以
来
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
法
制
整
備
の
成
果
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、

そ
の
移
入
の
必
要
を
主
張
し
て
い
た
。

し
か
し
、

一
方
で
日
本
の
よ
う
に
古
く
か
ら

の
中
国
法
の
伝
統
を
も
っ
国
で
は
俄
か
に
西
洋
法
の
み
を
行
な
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、

「
律
学
者
」
は
「
洋
学
」
を
「
主

学
」
と
し
つ
つ
、
中
国
律
に
も
通
暁
す
る
を
良
し
と
し
た
の
で
あ
る
。
前
途
の
如
く
、
福
津
も
ま
た
一
国
に
お
け
る
法
の
伝
統
を
重

視
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
中
金
の
主
張
は
福
津
の
そ
れ
と
共
通
し
て
い
る
が
、
『
明
律
約
解
』
の
刊
行
に
よ
っ
て

自
己
の
主
張
の
具
体
化
に
向
か
っ
て
一
歩
進
ん
だ
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
一
連
の
著
作
を
概
観
す
る
と
中
金
が
日
本
の
近
代
化
に
お
け
る
国
民
教
育
の
必
要
を
認
識
し
、
そ
の
た
め
に
広
く
日

本
・
中
国
・
西
洋
の
制
度
を
紹
介
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
そ
の
著
書
は
ほ
と
ん
ど
が
明
治
八
年
か

ら
十
年
の
聞
に
集
中
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
如
く
、
中
金
は
明
治
六
年
に
は
立
法
部
門
を
担
当
す
る
太
政
官
左
院
に
勤
務

し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
法
制
資
料
に
接
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

お
そ
ら
く
、

そ
う
し
た
日
常
が
幕
末
の
蘭

学
修
業
時
代
に
培
わ
れ
て
い
た
西
欧
の
知
識
に
対
す
る
関
心
を
匙
ら
せ
、
短
期
間
に
次
々
と
著
作
を
発
表
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。



五

以
上
、
大
雑
把
に
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
を
中
心
と
し
て
中
金
正
衡
の
業
績
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
最
後
に
中
金
と
福
津
の
関
係

に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い

前
述
の
如
く
、
『
福
翁
自
伝
』
に
み
る
限
り
、
福
津
の
中
金
（
奥
平
萱
岐
）

に
対
す
る
印
象
は
決
し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
、

明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
両
者
の
聞
に
直
接
の
交
流
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
金
正
衡
の
名
で
慶
慮
義
塾
出
版
社
か
ら
『
停
染
病

『内外法制沿革略』を中心としてみた中金正衡の思想

珠
防
法
心
得
書
演
解
』
を
出
版
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
塾
員
飯
田
平
作
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
、
前
掲
『
福
津
識
吉
停
』

第
一
巻
に
は
飯
田
の
言
と
し
て

私
は
中
金
と
は
同
郷
の
関
係
か
ら
懇
意
に
し
て
ゐ
ま
し
た
。
或
時
中
金
を
尋
ね
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ん
な
も
の
を
書
い
た
と
い
ふ
て
衛
生

に
関
す
る
著
述
の
原
稿
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
か
に
も
わ
か
り
易
く
通
俗
に
書
い
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
出
版
社
で
出
し
て
上
げ
よ
う

と
引
受
け
て
持
ち
帰
っ
た
が
、
先
生
と
中
金
と
は
長
崎
以
来
の
い
き
さ
つ
も
あ
り
、
其
首
時
互
に
交
際
往
来
も
な
か
っ
た
の
で
‘
私
の
一

存
で
先
生
に
は
無
断
で
出
版
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
併
し
後
に
な
っ
て
か
ら
先
生
が
何
と
も
い
は
れ
な
か
っ
た
の
を
見
れ
ば
、
先
生
は

其
頃
は
も
う
中
金
の
こ
と
を
格
別
気
に
し
て
も
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
ひ
ま
す
。

と
語
ら
れ
て
お
り
、
同
書
の
出
版
に
福
、
揮
の
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
中
金
が
慶
慮
義
塾

関
係
者
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
し
、
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
が
明
治
初
期
の
福
、
揮
の
著
書
に
示
さ
れ
た
思
想

の
影
響
を
受
け
て
書
か
れ
、

さ
ら
に
そ
の
一
木
が
何
ら
か
の
経
緯
に
よ
っ
て
慶
臆
義
塾
の
所
蔵
と
な
っ
た
こ
と
を
み
れ
ば
、
明
治
に
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入
っ
て
か
ら
も
中
金
と
福
津
と
の
聞
に
は
目
に
見
え
ぬ
糸
が
つ
な
が
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
も
う
一
度
『
福
翁
自
伝
』
を
読
み
返
す
と
こ
れ
ま
で
福
津
の
敵
役
と
し
て
の
み
扱
わ
れ
て
き
た
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奥
平
宣
岐
に
つ
い
て
や
や
異
な
っ
た
評
価
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
福
津
自
身
、
『
福
翁
自
伝
』
の
中
で
蘭
学
教
授
と
し
て
江
戸

藩
邸
ヘ
呼
ば
れ
た
際
の
述
懐
と
し
て

萱
岐
と
私
と
の
関
係
に
就
て
は
、
私
は
白
か
ら
自
慢
を
し
て
も
宜
い
こ
と
が
あ
る
。
是
れ
は
如
何
し
て
も
悪
感
情
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

筈
、
街
突
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
‘
け
れ
ど
も
私
は
其
人
と
一
寸
と
も
戦
た
こ
と
が
な
い
。
彼
は
私
を
敵
視
し
愚
弄
し
て
居
る
と
云
ふ
こ

と
は
長
崎
を
出
た
時
の
様
で
チ
ャ
ン
ト
分
っ
て
居
る
。
（
中
略
）
け
れ
ど
も
其
後
私
は
毎
度
本
人
に
逢
ふ
て
傾
初
に
も
怨
言
を
云
ふ
た
事

の
な
い
所
で
は
な
い
、
態
と
嘗
思
を
謝
す
る
と
云
ふ
趣
ば
か
り
装
ふ
て
居
る
中
に
、
又
も
や
其
大
切
な
原
書
を
盗
寓
し
た
こ
と
も
あ
る
。

先
方
も
悪
け
れ
ば
此
方
も
十
分
悪
い
。
け
れ
ど
も
唯
私
が
其
事
を
人
に
語
ら
ず
顔
色
に
も
見
せ
ず
に
、
御
家
老
様
と
辱
敬
し
て
居
た
か
ら
、

所
謂
園
家
老
の
お
坊
さ
ん
で
、
今
度
私
を
江
戸
に
呼
寄
せ
る
事
に
就
て
も
、
家
老
に
異
議
な
く
直
に
決
し
て
幸
で
あ
っ
た
が
、
寅
を
申
せ

ば
萱
岐
よ
り
も
私
の
方
が
却
て
罪
が
深
い
や
う
だ
。

と
し
て
お
り
、
長
崎
で
の
事
件
直
後
の
憤
激
し
た
様
子
に
比
べ
る
と
そ
の
表
現
が
微
妙
に
変
化
し
て
い
る
。
福
津
の
言
う
よ
う
に
査

岐
に
は
家
老
の
家
に
生
ま
れ
た
者
と
し
て
貴
人
特
有
の
育
ち
の
良
さ
が
あ
り
、
執
劫
に
下
僚
を
い
じ
め
抜
い
た
り
、
邪
悪
な
企
み
を

為
す
が
如
き
人
物
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
福
津
に
対
す
る
姿
勢
に
し
て
も
、
客
観
的
に
み
れ
ば
長
崎
で
砲
術
家
山
本
物
次
郎
を

紹
介
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
事
件
以
後
も
貴
重
な
原
書
を
福
津
に
貸
し
与
え
、

さ
ら
に
蘭
学
教
授
と
し
て
江
戸
へ
呼
び
寄
せ
る
際
に

も
江
戸
家
老
と
し
て
そ
の
責
に
任
じ
る
な
ど
、

一
貫
し
て
便
宜
を
図
っ
て
や
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
母
の
病
い
を
理
由
と
し
て
福
津
を
長
崎
か
ら
中
津
ヘ
呼
び
戻
そ
う
と
し
た
偽
手
紙
の
一
件
に
し
て
も
福
津
の
側

に
何
ら
か
の
誤
解
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
河
北
展
生
氏
も
本
号
掲
載
の
「
福
津
諭
吉
の
蘭

学
修
行
と
奥
平
十
学
（
壱
岐
）
」
と
題
す
る
論
考
で
詳
細
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
が
、
『
福
翁
自
伝
』
の
当
該
記
事
に
は

何
れ
長
崎
の
伴
萱
岐
の
方
か
ら
打
合
の
あ
っ
た
も
の
と
見
え
て
、
其
隠
居
が
従
兄
の
藤
本
を
呼
に
来
て
、
隠
居
の
申
す
に
、
諭
吉
を
呼



還
せ
、
ア
レ
が
居
て
は
伴
査
岐
の
妨
げ
に
な
る
か
ら
早
々
呼
還
せ
、
但
し
ソ
レ
に
就
て
は
母
が
病
気
だ
と
申
遣
は
せ
と
云
ふ
御
直
の
巌
命

が
下
っ
た
か
ら
、
云
々

と
あ
り
、
中
津
に
あ
っ
て
偽
手
紙
の
送
付
を
直
接
福
津
の
従
兄
藤
本
元
岱
に
指
示
し
た
の
は
萱
岐
の
実
父
奥
平
与
兵
衛
で
あ
っ
て
、

そ
れ
が
長
崎
に
い
た
萱
岐
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
よ
る
と
い
う
の
は
福
津
の
推
量
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
福
津
が
中
津
か
ら
の
件
の
書
状
を
何
喰
わ
ぬ
顔
で
萱
岐
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
宣
岐
が
驚
い
た
様
子
で
帰
省
を
す
す
め
、

さ
ら

に
再
遊
の
便
宜
を
図
る
べ
し
と
の
福
津
の
従
弟
宛
の
手
紙
を
託
し
た
の
で
、
十
一
五
の
細
か
い
企
み
だ
と
し
て
福
津
は
怒
り
を
新
た
に
す

る
の
で
あ
る
が
、
母
の
病
の
件
は
本
人
が
帰
省
す
れ
ば
す
ぐ
に
嘘
と
知
れ
る
事
で
‘
宣
岐
に
こ
こ
ま
で
念
を
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た

『内外法制沿革略』を中心としてみた中金正衡の思想

と
は
思
え
な
い
。
査
岐
自
身
が
真
相
を
知
ら
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

む
し
ろ
上
長
と
し
て
常
識
的
な
反
応
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、
福
津
の
性
格
か
ら
く
る
悶
達
自
在
な
振
る
舞
い
は
上
流
武
士
の
家
庭
に
育
っ
た
士
宮
岐
に
は
時
に
目
に
余
る
こ
と

も
あ
り
、
中
津
の
父
に
不
満
を
訴
え
た
こ
と
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
偽
子
紙
の
一
件
は
息
子
を
案
じ
た
父
与
兵
衛
の
独
断
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
査
岐
の
関
与
は
福
津
の
誤
解
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
事
件
に
内
心
激
怒
し
た
福
津
は
長
崎
を
出
発
し
た
後
、
中
津
に
立
ち
寄
る
こ
と
な
く
上
方
へ
向
か
い
、
後
年
の
宣
岐
と
の
交

流
の
中
で
も
こ
の
件
に
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
為
、
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
機
会
が
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か

し
、
『
福
翁
自
伝
』
に
後
日
の
述
懐
と
し
て

寅
を
申
せ
ば
萱
岐
よ
り
も
私
の
方
が
却
て
罪
が
深
い
よ
う
だ

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
福
津
自
身
時
の
経
過
に
つ
れ
て
や
や
考
え
直
す
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
、
査
岐
の
失

脚
事
件
に
つ
い
て
、
福
、
揮
は
『
蓄
藩
情
』
の
中
で
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中
津
藩
に
於
て
は
古
来
未
曾
有
の
大
事
件
、
若
し
此
事
を
し
て
三
十
年
の
前
に
あ
ら
し
め
な
ば
即
日
に
其
黛
興
を
捕
縛
し
て
遺
類
な
き
は
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疑
を
容
れ
ざ
る
所
な
れ
ど
も
、
如
何
せ
ん
此
時
の
時
勢
に
於
て
之
を
抑
制
す
る
こ
と
能
は
ず
、
遂
に
姑
息
の
策
に
出
で
其
執
政
を
鰍
け
て

一
時
の
人
心
を
慰
め
た
り
。
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と
し
て
、
む
し
ろ
萱
岐
に
同
情
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

全
て
は
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
『
内
外
法
制
沿
革
略
』
や
そ
の
他
の
著
書
を
通
し
て
見
れ
ば
、
奥
平
査
岐
改

め
中
金
正
衡
は
明
治
以
降
は
慶
臆
義
塾
関
係
者
と
親
交
を
結
ぶ
ば
か
り
で
な
く
、
福
津
の
思
想
を
い
ち
速
く
採
り
入
れ
る
な
ど
、
福

津
に
と
っ
て
は
私
淑
者
の
一
人
と
も
い
え
る
人
物
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
こ
こ
に
『
福
翁
自
伝
』
の
記
述
か
ら
受
け
る
印
象
と
は
異
な

る
新
た
な
奥
平
萱
岐
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る

ま
た
中
金
の
業
績
は
こ
れ
ま
で
特
に
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
も
な
く
過
ぎ
て
き
た
が
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
学
問
に
専
念
で
き

た
福
津
と
は
異
な
り
、
中
金
が
幕
末
の
政
治
的
動
乱
を
直
接
体
験
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
著
作
の
質
と
量
に
は
驚
ろ
く

べ
き
も
の
が
あ
る
。
中
金
の
曾
孫
中
金
武
彦
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
処
で
あ
る
が
、

正
衡
の
日
記
『
適
薩
俗
記
』
の
慶
応
元

年
か
ら
同
二
年
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
中
津
藩
を
退
身
し
た
正
衡
は
江
戸
で
勝
海
舟
と
接
触
し
、
そ
の
紹
介
で
小
松
帯
万
の
知
遇
を
得

奥
平
清
記
（
紀
）
の
斡
旋
に
よ
っ
て
松
山
ヘ
迎
え
ら
れ
、

し
か
し
、
結
局
、
奥
平
七
族
の
末
流
で
当
時
松
山
藩
の
家
老
で
あ
っ
た

そ
こ
で
土
佐
藩
に
よ
る
松
山
城
攻
撃
に
遭
遇
し
て
い
る
。

て
一
時
は
薩
摩
藩
へ
の
仕
官
の
話
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
動
乱
の
渦
中
に
身
を
置
い
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
金
の
学
問
的
素
養
の
深
さ
に
は
並
み
並
み
な
ら
ぬ
も
の
が

あ
る
。
福
津
を
は
じ
め
加
藤
弘
之
、
中
村
正
直
な
ど
明
六
社
に
よ
っ
て
西
欧
思
想
の
紹
介
に
努
め
た
人
々
と
比
べ
て
も
そ
の
知
識
の

該
博
さ
に
お
い
て
何
ら
遜
色
が
な
く
、
そ
の
業
績
は
正
当
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

今
後
の
研
究
が
侯
た
れ
る
所
以
で
あ
る
。
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註（
1
）
『
福
津
議
吉
全
集
』
第
七
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
）
。
以
下
、
本
稿
で
福
津
諭
吉
の
著
作
に
触
れ
る
場
合
は
全
て
同
全
集
に
よ
る
．

（2
）
石
河
幹
明
『
福
津
議
吉
博
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
）
。

（3
）
佐
藤
誠
実
「
律
令
考
」
（
国
学
院
雑
誌
、
第
五
巻
十
三
！
第
六
巻
三
号
、
一
八
九
九
年
。
同
第
六
八
巻
八
号
、
一
九
六
七
年
に
再
録
。
の
ち
同
『
律
令
格
式
論

集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
に
所
収
）
。

〈

4
）
中
田
薫
「
古
法
雑
観
」
（
法
制
史
研
究
第
一
号
、
一
九
五
一
年
。
の
ち
同
『
法
制
史
論
集
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
に
所
収
）
。

（
5
）
江
戸
時
代
に
お
け
る
律
令
研
究
に
つ
い
て
は
、
利
光
三
津
夫
『
律
令
制
の
研
究
』
第
二
章
第
五
節
「
江
戸
期
に
お
け
る
律
令
学
」
（
慶
陸
通
信
、
一
九
八
一
年
）

に
詳
し
い
。

（6
）
寛
政
八
年
、
中
津
藩
校
進
惰
館
の
創
設
に
尽
力
し
、
初
代
教
授
と
な
っ
た
倉
成
善
司
（
龍
渚
）
は
伊
藤
東
涯
の
門
人
で
あ
り
、
そ
の
学
統
は
中
津
の
藩
学
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
か
ら
、
中
金
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
中
津
の
藩
学
に
つ
い
て
は
『
中
津
藩
史
』
碧
雲
堂
、
一
九
四

O
年
参
照
）
。

（7
）
松
本
三
之
介
「
新
し
い
学
問
の
形
成
と
知
識
人
｜
｜
阪
谷
素
・
中
村
敬
宇
・
福
沢
諭
吉
を
中
心
に
｜
｜
」
（
日
本
近
代
思
想
大
系
叩
『
学
問
と
知
識
人
』
岩
波

書
店
、
一
九
八
八
年
）
。

（8
）
紀
州
藩
に
お
け
る
明
律
研
究
に
つ
い
て
は
、
松
下
忠
『
紀
州
の
藩
皐
』
（
鳳
出
版
、
一
九
七
四
年
）
。
ま
た
高
瀬
喜
朴
と
紀
州
藩
の
明
律
研
究
に
つ
い
て
は
高
塩

博
「
『
大
明
律
例
課
義
』
に
つ
い
て
」
（
小
林
宏
・
高
塩
博
編
著
『
高
瀬
喜
朴
著
大
明
律
例
語
義
』
創
文
社
、
一
九
八
九
年
）
に
詳
し
い
。
尚
、
本
稿
の
執
筆
に

あ
た
っ
て
は
高
塩
博
氏
の
御
好
意
に
よ
り
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
所
蔵
の
『
明
律
訳
解
』
を
借
覧
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（9
）
但
練
物
茂
卿
著
内
田
智
雄
・
日
原
利
園
校
訂
『
博
制
定
本
明
律
園
字
解
』
（
創
文
社
、
一
九
六
六
年
）
の
内
田
智
雄
氏
に
よ
る
解
題
。

車

P
Hれ

（
叩
）
『
日
本
人
名
大
事
典
』
（
平
凡
社
、
一
九
三
七
年
）
の
奥
平
寄
梅
の
項
及
び
そ
の
典
拠
で
あ
る
『
下
毛
郡
誌
』
に
は
文
久
三
年
の
事
件
の
後
、
萱
岐
は
中
津
に
失

意
の
日
々
を
送
り
、
一
時
松
山
藩
に
仕
え
る
こ
と
あ
る
も
、
晩
年
は
京
都
に
客
寓
し
て
病
没
せ
り
、
と
す
る
。
し
か
し
、
明
治
以
降
の
中
金
の
官
歴
は
本
文
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
し
‘
明
治
十
七
年
に
没
し
、
東
京
四
谷
の
長
善
寺
（
笹
寺
）
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

国
立
公
文
書
館
所
蔵
中
金
正
衡
著
作
一
覧

（
付
内
間
文
庫
図
書
分
類
索
引
）

大
倭
語
学
手
引
草
明
治
四
年
、
二

O
七
函
｜
二
五

O
号。

政
学
概
論
明
治
九
年
一
八
七
函
｜
コ
一
号
。
内
外
法
制
沿
革
略
明
治
八
年
一
八
七
函
｜
一
二
七
号
・

民
法
略
解
｜
仏
蘭
西
法
律
｜
桜
井
精
共
著
明
治
八
年
一
八
六
函
｜
六
七
一
号
。

79 
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明
律
約
解
明
治
十
年
一
八
二
画
｜
五
九
七
号
。

国
会
図
書
館
明
治
期
刊
行
図
書
目
録
に
よ
れ
ば
他
に

明
治
六
年
が
あ
る
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明
治
七
年
、
世
渡
り
物
語

明
治
六
年
、
世
界
風
俗
往
来

西
洋
法
律
初
学

八
付
記
V

本
稿
執
筆
に
際
し
て
、
慶
鷹
義
塾
大
学
名
誉
教
授
・
大
妻
女
子
大
学
教
授
河
北
展
生
氏
及
び
慶
臆
義
塾
高
等
学
校
教
諭
佐
志
博
氏
よ
り
中
金
正
衡
に
関
す
る
御
教
一
不

を
賜
わ
っ
た
。
ま
た
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
駿
河
台
大
学
教
授
松
本
三
之
介
氏
よ
り
明
治
に
お
け
る
学
問
思
想
一
般
に
つ
い
て
懇
切
な
る
御
示
教
を
賜
わ
っ
た
。
こ
こ

に
特
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
．
筆
者
は
平
成
四
年
春
、
奇
し
く
も
中
金
正
衡
の
曾
孫
に
当
た
る
中
金
武
彦
氏
の
知
過
を
得
、
正
衡
の
人
物
像
を
知
る
上
で
貴
重
な
事
実
を
伺
う
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
聞
の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
三
田
評
論
』
第
九
三
九
号
F

慶
臆
義
塾
、
一
九
九
二
年
、
八
・
九
月
合
併
号
）
掲
載
の
河
北
・
中
金
両
氏
と
の
鼎
談
「
福
沢

諭
吉
と
奥
平
壱
岐
」
に
詳
し
い
が
、
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
を
捧
げ
た
い
。


